








べる機会があった 2 ．すると受講者の表情が驚きと追憶の 2つのパターンに一瞬に分かれた．























































































































































































村　落　名 守姉の年齢 間柄，選定基準 守子の年齢
国頭村与那 14，5 歳の女の子 身内の者から頼む












親戚の子 子供が 3 歳くら
いまで頼む
久米島町儀間 10 ～ 11 歳くらいの女の




















八重山 5，6歳前後の娘 親戚や隣家の娘 乳児
石垣市白保 10 ～ 13 歳の女の子 親戚や隣家の娘





















































































































































































































































































































318 人（平成 22 年）
2 平成 24 年 11 月 2 日，八重瀬町要保護児童対策地域協議会主催．対象は公立保育所・法人保育所・認可
外保育所・学童クラブ・児童館（合計 60 人）などで働く者．講演テーマは「〈斜め〉の位置から家族・
















































































































































































































































































U.Y の次男 U.E が３ヶ月の頃，カマドマーが
子守りとしてやってきた．小学１年生のとき
で，５年生になるまでそこで生活した．U.E の
タンカヨーイには，カマドマーは一番大切な客
として扱われた．カマドマーは U.Y，U.T 夫婦
のことをイヤー〔お父さん〕，アボー〔お母さ
ん〕と呼び，U.Eはカマドマーのことをネーネ
（姉さん）と呼んでいる．カマドマーと U.Eと
の儀礼的つきあいは，子守りが終わって後も続
く．カマドマーの結婚にあたっては，お祝いに，
タンスを贈る約束であったという．カマドマー
夫婦とU.E夫婦の親交は，今も続けられている．
ムリアンマーとムリファーの親交は，しかしな
がらほとんどが一代限りで終わる．（ｐ109）
琉球大学社会人類
学研究会『白保〈八
重山白保村落調査
報告〉』1977年
竹富町竹富島 子守り 子守りは七，八才の子を親戚や近所からさがし
て，赤子が成長した後も祝事などにはいつも招
いた．また子守りの十三祝いの時は学用品など
を与えた．以前は子どもをおんぶするにも帯を
使わず，大人の着物をきて，背中に赤子を入れ，
すそをからげて前の方でしっかり結び，赤子が
下にずり落ちないよう，子守りは常に手を後ろ
のほうにまわして，赤子をささえた．またおむ
つやカバーもなく，ハンカチ大のボロ布をあて
るだけだったので，子守りは着物を汚されるこ
とが多かった．
『沖縄民俗』第10号，
1965年
